
BC-302-412-3（1250）　
BC-302-415-3（1500）

フックから手を離すと、勢いよく
戻ります。手指をはさまないよう
ご注意ください。

脚パイプは「カチッ」と音がする
まで奥まで押し込んでください。

必ずフックが掛かっている
ことを確認してください。

組立前

フック

※折りたたむ際は上記の行程を
   逆順で行ってください。

脚パイプ

樹脂部品

組立後

組立・取扱説明書 折りたたみホームベンチ(各種共通)

●火気の近くでは使用しないでください。
●製品の用途以外の使用はしないでください。
●製品の分解・改造は絶対にしないでください。けがや故障、破損の原因になります。
●組み立ての際は、手指をはさまないよう、十分ご注意ください。
●ボルトの締めすぎに注意してください。部品の破損や変形の原因になります。
●段差や傾斜面、または凹凸のある面では使用しないでください。
　本体のゆがみなど、使用上の支障が出ることがあります。
●設置する際は、通行の妨げにならないようご注意ください。
●強風が発生しやすい場所への設置は避けてください。
●高温多湿な場所での使用は避けてください。製品の劣化や変形の原因になります。
●屋外で使用する場合、直射日光などにより座面や脚部が高温になることがあります。ご注意ください。
●製品の上に立ち上がったり、飛び跳ねたりしないでください。
　転倒してけがをするおそれがあり危険です。
●廃棄の際は、専門機関に問い合わせるなど、各自治体の取り決めに従って廃棄してください。

このたびは「折りたたみホームベンチ」をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。
製品を安全にお使いいただくために、本書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。
また、お読みになった後は大切に保管してください。

ご注意 

MADE IN JAPAN

寸    法 　1250:（使用時）幅1258㎜×奥行き400㎜×座面の高さ365㎜
　　　　　　　  （収納時）幅1258㎜×奥行き400㎜×座面の高さ100㎜
              1500:（使用時）幅1503㎜×奥行き400㎜×座面の高さ365㎜
                       （収納時）幅1503㎜×奥行き400㎜×座面の高さ100㎜
構造部材   座面:ポリプロピレン(再生樹脂)、脚:スチールパイプに粉体塗装
取扱い上の注意 　熱をさけてください。
株式会社 テラモト
本      社 　大阪市西区立売堀3丁目5-29  TEL06(6541)3333
東京本社 　千葉県市川市欠真間1丁目8-23　TEL047(358)1151  
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脚パイプ
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本 社
東 京 本 社

〒550-0012
〒272-0142

大 阪 市 西 区 立 売 堀 3 丁 目 5 - 2 9
千 葉 県 市 川 市 欠真間 1 丁 目 8 - 2 3

名古屋支店
札幌営業所
仙台営業所
埼玉営業所

横浜営業所
広島営業所
福岡営業所

2026_04-2n_TM_A4 片面

お客様相談室
受 付 時 間

T E L  0 1 2 0 - 5 8 1 - 2 9 8
9:30~12:00、13:00~17:00月曜～金曜（祝日を除く）

ホームページアドレス　https://www.teramoto.co.jp/

組立方法

❸ 持ち上げたフックを元に戻し、脚パイプに掛けます。

❹ もう片方の脚も同様に組み立ててください。

●組み立ては2名以上で行ってください。　●床や製品に傷が付かないよう、下に布やダンボールなどを敷いて作業してください。
●手指をはさまないよう十分ご注意ください。

❷ 脚パイプを起こし、樹脂部品にはめ込みます。

❶ ベンチを裏返し、フックを持ち上げます。

保守・点検
●1か月に1回は下記の項目の点検ををおこなってください。
　・ネジのゆるみの確認。
　 座面の脱落などのによるけがの原因になります。
　・外観検査をおこなってください。
    座面や脚部の損傷・劣化は、けがの原因になりますので、
　 使用を中止してください


